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実験に関連する片対数グラフを自動抽出する。第一のCNNモデルであるfaster regions CNN 
with inception resnet v2は論文PDFからすべての図を検出し、線グラフとその他に分類するよ
うに調整した。具体的には、91分野・250万画像で予備学習済みのモデルに照射実験結果を含む
既発表論文中に記載された線グラフ（n = 293）およびその他の図（n = 533）を教師データと
して転移学習を施行した。第二のCNNモデルであるVGG-16は線グラフから片対数グラフを弁
別するように調整した。具体的には、1000分野・120万画像で予備学習済みのモデルに照射実験
結果を含む既発表論文中記載された片対数グラフ（n = 517）およびその他の線グラフ（n = 5
68）を教師データとして転移学習を施行した。文字認識プログラムであるOCR（Google Visio
n API）は片対数グラフに付随するラベルから照射実験に関連性の高いキーワード（Gy、survi








 iSLの精度を、7種のヒト固形がん細胞株（H460, DU145, HT-29, PC-3, H1299, HCT-116,






 テストデータにおいて、iSLは感度91.2% ± 3.5%、特異度90.7% ± 3.6%と高精度を示した。
iSFはground truthとの誤差2.9% ± 2.6%という高精度を示した。iSLおよびiSFは放射線治療
専門医と比較してそれぞれ17倍、35倍の処理速度を示した。 
 
【結論】 
CNNを応用し既発表論文から片対数グラフとして記載されたコロニー形成法SF2を高精度に
自動取得する手法を開発した。本研究成果は、がん細胞株放射線感受性データベース作製の促進
を通じて、放射線治療のプレシジョンメディン化のための研究に貢献すると示唆される。 
